






写真図版 14　宮崎遺跡第２次調査（２）・出土遺物

１．SI1 竪穴遺構床面検出状況（南西から）

４．作業状況（南東から）

２．SI1 掘方完掘状況（東から） ３．調査区北壁土層断面（南から）
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（第 23 図 1）

５．出土遺物
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第２節　第２次調査
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第５章　富沢館跡の調査

第５章　富沢館跡の調査

第1節　遺跡の概要

　富沢館跡は仙台市太白区富沢字舘、熊野前に所在する。仙台市の南部、地下鉄南北線富沢駅から西へ約700mに

位置し、名取川の支流の笊川によって形成された標高約14～ 18mの自然堤防上に立地する。

　縄文時代では後期中葉の宝ヶ峰式の時期を主体として竪穴住居跡などの遺構が確認されており、縄文土器のほか

土偶やスタンプ形土製品なども出土している。

　古代では炉跡を伴う竪穴遺構が複数確認されている。これらの時期は９世紀から10世紀と推定され、鉄滓が多

数出土した竪穴遺構もあることから鍛冶関連の遺構であると考えられている。また同様の遺構は隣接する鍛冶屋

敷A遺跡、鍛冶屋敷前遺跡などでも確認されており、鍛冶屋敷A遺跡からは「謹解　申請稲事　合□□」「大田部」

などと刻書された砥石が出土している（仙台市教育委員会2018）。

　中世になるとこの地域は国人領主粟野氏の支配下となり、城館が造営される。この館の詳細な造営時期や造営者

は不明だが、入生田家に残る『入生田家之故実』と『館記』においては北目城主であった粟野大膳の造営によるも

のとされ、地域の伝承では粟野氏家臣の富沢伊賀守が居住したと伝わる。

　平成25年度から始まった土地区画整理事業に伴い、館跡の様相の大部分は変化したが、中心部分の土塁は現在

も保存され、その姿を残している。発掘調査により館跡の周囲には１～４条の堀跡が巡らされていたことが判明し

ている。また主郭部の東側には出入り口に位置したと考えられる門跡が検出されている他、また南西側では土塁が

筋違いに配置されていることが確認され、虎口を形成していたものと考えられる。また２基の火葬遺構が検出され、

骨片のほか古銭などが出土した（仙台市教育委員会2018）。

　近世になると入生田家の在郷屋敷となり、『館記』には仙台藩二代藩主伊達忠宗の時、堀や土塁があっては城や

要害のようで誤解を招くとのことから、土塁を崩し、堀を埋めたとの記述がある。その後は一部の土塁を残して、

この地を畑や水田として利用したと考えられる。

第 24 図　富沢館跡と周辺の遺跡
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番号 遺跡名 種別 立地 時代

1 富沢館跡 城館跡、集落跡 自然堤防 縄文、平安～近世

2 宮崎遺跡 集落跡 自然堤防 平安

3 鍛冶屋敷 A遺跡 集落跡 自然堤防 縄文、古代～平安

4 京ノ中遺跡 集落跡 自然堤防 平安

5 鍛冶屋敷前遺跡 集落跡 自然堤防 縄文、古代～中世

6 鍛冶屋敷 B遺跡 包含地 自然堤防、後背湿地 縄文、古代～近世

7 六本松遺跡 集落跡 自然堤防 古代～平安

8 川前浦遺跡 散布地 自然堤防 縄文、古代

9 川前遺跡 集落跡 自然堤防 縄文

10 上野遺跡 集落跡 段丘 縄文、古代～平安

11 南ノ東遺跡 散布地 自然堤防 弥生、平安

12 西台窯跡 窯跡 段丘 奈良、平安

13 富沢上ノ台遺跡 散布地 自然堤防 縄文

14 堀ノ内遺跡 散布地 自然堤防 古墳～平安

15 富沢清水遺跡 散布地 宅地、畑 奈良、平安

16 富沢遺跡 水田跡、包含地 後背湿地 旧石器～近世

17 山口遺跡 集落跡、水田跡 自然堤防、後背湿地 縄文～近世

18 下ノ内遺跡
集落跡、墓
畑跡

自然堤防 縄文、弥生、奈良～近世

19 伊古田遺跡 包含地 自然堤防 縄文、古墳、奈良、平安

20 泉崎浦遺跡 集落跡、水田跡 自然堤防、後背湿地 縄文～古代、近世

21 下ノ内浦遺跡 包含地 自然堤防 縄文、弥生、奈良、平安

22 六反田遺跡 集落跡 自然堤防 縄文、弥生～平安

23 大野田古墳群 古墳群地 自然堤防 古墳～平安



40

第２節　第 19 次調査

第 25 図　第 19 次調査区位置図

第２節　第19次調査

1.調査要項

　遺 跡 名　　富沢館跡(宮城県遺跡登録番号01246)

　調 査 地 点　　仙台市太白区富沢字舘31-2、水の各一部

　調 査 期 間　　令和2年 7月 7日～令和2年 7月 8日

　調査対象面積　　59.76㎡

　調 査 面 積　　12.0㎡

　調 査 原 因　　個人住宅建築工事

　調 査 主 体　　仙台市教育委員会

　調 査 担 当　　仙台市教育局生涯学習部文化財課調査調整係

　担 当 職 員　　主任　小浦真彦　　主事　柳澤　楓

２．調査に至る経過と調査方法

　本件は令和２年６月22日付で申請者から提出された「埋蔵文化財発掘の届出について」（令和２年６月25日付

R2教生文第101-114号で通知）に基づき実施した。

　対象地内に東西3.0m、南北 4.0mの調査区を設定し、重機により盛土及び基本層Ⅰ～Ⅳ層を除去後、Ⅴ層上面

（GL-1.1～ 1.2m）で遺構検出作業を行った。その結果、溝跡２条、ピット１基を確認した。

　遺構の記録は、調査区平面図（S=1/30）および西壁断面図（S=1/20）を作製し、記録写真はデジタルカメラを

用いて撮影した。記録作業終了後、重機により埋戻しを行い調査を終了した。

３．基本層序

　厚さ約0.6mの盛土の下に基本層を５層、細別で６層確認した。

Ⅰ 層：2.5Y3/2黒褐色シルト。炭化物を含む。ややグライ化している。旧耕作土と考えられる。層厚は約12㎝

第 26 図　第 19 次調査区配置図
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第５章　富沢館跡の調査

である。

Ⅱa層：10YR4/6褐色シルト。Ⅰ層ブロックを含む。層厚は約22㎝である。

Ⅱb層：10YR4/6褐色シルト。Ⅰ層ブロックを含む。Ⅲ層との境に黒色粘土を帯状に含む。炭化物、酸化鉄を少

量含む。層厚は約６～22㎝である。

Ⅲ 層：10YR3/2黒褐色粘土質シルト。炭化物、酸化鉄を少量含む。層厚は約６～20㎝である。

Ⅳ 層：10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト。炭化物を少量含む。層厚は約４～18㎝である。

Ⅴ 層：10YR4/3にぶい黄褐色シルト。酸化鉄を多く含む。

４．発見遺構と出土遺物

　遺構は溝跡２条、ピット１基が検出された。遺物は基本層およびSD2溝跡から土師器、瓦、陶器が出土した。

（1）溝跡

　SD1溝跡

　調査区北側で検出された東西方向の溝跡で、SD2溝跡よりも新しい。検出長は約2.5mで調査区外に延びる。検

出幅は平面で約80㎝、調査区西壁では約2.0mで調査区外北側へ広がる。深さは22㎝で、断面形状は皿形を呈する。

堆積土は単層である。遺物は出土していない。

　SD2溝跡

　調査区南側で検出された東西方向の溝跡で、SD1溝跡よりも古い。検出長は約2.5mで調査区外に延びる。検出

幅は約2.0mで調査区外南側へ広がる。精査した深さは20㎝で断面形状は不明である。堆積土は１層確認した。

遺物は陶器片が１点出土したが図化はできなかった。

（2）ピット

　調査区中央で検出された。平面形状は円形で、直径約24㎝、深さ24㎝である。堆積土は単層で柱痕跡は確認

されなかった。遺物は出土していない。

第 27 図　第 19 次調査区平面・断面図

遺構名 層位 色調 土質 備考・混入物

SD1 1 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 基本層Ⅴ層ブロックを含む。炭化物を僅かに含む。

SD2 1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 酸化鉄を含む。基本層Ⅴ層を少量含む。

P1 1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 基本層Ⅴ層ブロックを含む。
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第２節　第 19 次調査

第 28 図　富沢館跡　検出堀跡位置図

５．まとめ

　調査地点は富沢館跡のほぼ中央に位置する。周囲は、土地区画整理事業に伴い発掘調査が行われているが、北に

隣接する１区からは、竪穴住居跡や堀跡等が確認されている。今回の調査地点は１区で確認されたSD8堀跡の延

長部分の検出が想定されていた。調査では、東西方向に延びる溝跡２条、ピット１基が検出された。そのうち南側

で検出されたSD2溝跡は、位置や規模等から平成26年度第４次調査１区のSD8堀跡と同一のものと考えられる。

参考文献

仙台市教育委員会 　2018　『鍛冶屋敷Ａ遺跡・富沢館跡・川前遺跡ほか』　仙台市文化財調査報告書第466集

２.SD1・2 溝跡土層断面（西壁）１.SD1・2 溝跡検出状況、P1 完掘状況（東から）

写真図版 15　富沢館跡第 19 次調査

第●図　　富沢館跡　検出堀跡位置図
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第６章　郡山遺跡の調査

第６章　郡山遺跡の調査

　令和２年度末から令和３年度に実施した発掘調査は、第29図の通りである。なお、個人住宅建築に伴う発掘調

査の結果および抄録は、仙台市文化財調査報告書第499集『郡山遺跡42』に所収している。

調査次数 調査地区 調査面積 調査期間 調査原因 対応

郡山遺跡第 308 次 Ⅱ期官衙北部 22. ８㎡ 令和２年 11 月 4 日～ 12 月 11 日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡第 309 次 郡山遺跡南東部 14 ㎡ 令和 3年 2月 24 日～ 2月 25 日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡第 310 次 Ⅱ期官衙西部 29 ㎡ 令和 3年 3月 9日～ 3月 10 日 個人住宅建築 震災復興民間文化財発掘調査助成事業

郡山遺跡第 311 次 郡山遺跡南東部 10 ㎡ 令和 3年 5月 24 日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡第 312 次 Ⅱ期官衙北辺大溝 18 ㎡ 令和 3年７月 26 日～ 8月 5日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡第 313 次 Ⅱ期官衙中枢部 275 ㎡ 令和 3年 10 月 27 日～ 10 月 28 日 遺構確認 範囲確認調査

郡山遺跡第 314 次 郡山遺跡南西部 63.9 ㎡ 令和 3年 11 月 4 日～ 12 月 11 日 校舎増築 開発に伴う事前調査

郡山遺跡第 315 次 Ⅱ期官衙南東部 15 ㎡ 令和 4年 1月 17 日～ 1月 21 日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

陸奥国分寺跡第 31 次陸奥国分寺跡第 31 次 寺地北西部 130 ㎡ 令和 3年 2月 24 日～ 2月 25 日 遺構確認 範囲確認調査

第 29 図　郡山遺跡調査区位置図

表４　令和３年度　郡山遺跡発掘調査一覧（一部令和２年度実施分を含む）

郡山廃寺

外溝外溝

大溝

材木列

Ⅰ期官衙

Ⅰ期官衙

Ⅰ期官衙

Ⅰ期官衙

方四町Ⅱ期官衙

正殿

南門

南方官衙

寺院東方建物群

寺院西方建物群

講堂基壇

僧房

0 200m（S=1/6,000）

郡山遺跡

西台畑遺跡

北目城跡

第313次第313次

第314次第314次

第308次第308次

第312次第312次

第309次第309次第309次第309次

第311次第311次第311次第311次

第310次第310次

第315次第315次



44

第７章　総括

　令和３年度に国庫補助対象事業で実施した調査件数は、令和３年12月末で20件（11遺跡）である。本書では

令和２年度に行った調査の中で、別に報告される郡山遺跡を除き６件（４遺跡）の調査について報告した。その成

果については以下のようにまとめられる。

１．南小泉遺跡（第90～ 92次調査）

　第90～ 92次調査地点は南小泉遺跡の北部に位置する。今回の調査では竪穴住居跡４軒、掘立柱建物跡１棟、

溝跡１条、土坑８基などが検出された。竪穴住居跡からは比較的豊富な遺物が出土し、おおよその年代は７世紀末

頃に比定される。また第90・91次調査区で検出されたSD1溝跡とSB1掘立柱建物跡も時期は古代と推測されるが、

いずれも出土遺物に乏しいため詳細な時期は不明である。また周囲の調査区からも詳細な時期は不明ながらも類似

した規模の柱穴で構成された掘立柱建物跡が検出されている。なお、周辺の調査区からは７世紀後葉から９世紀の

時期の竪穴住居跡も検出されているが、主体となるのは７世紀後葉から８世紀前半頃のものである。今回第91・

92次調査区で検出された竪穴住居跡は、これら周辺の調査区でも検出されている竪穴住居跡等で構成された集落

の一部と考えられ、今回の調査では集落の広がりをさらに確認することができた。また第92次調査区で検出され

た土坑の一部も竪穴住居跡の可能性がある。

　第92次調査区で検出されたSK1～ 5・8土坑は検出面から近世の遺構であると推測され、このうちSK3土坑か

らは堤焼の大甕が出土しており、これは器形の類似例から幕末頃と推測される。器形の類似性から幕末頃に比定す

ることが可能で、甕を埋めた一連の遺構群であったと考えられる。

２．今泉遺跡（第16次調査）

　今回の調査地点は遺跡中心部のやや北側に位置する。今回の調査では溝跡２条を検出した。遺物は、土師器、陶

器、磁器の破片が出土している。どちらの溝跡もこれまでの調査で確認されている堀跡や館跡の内部の区画である

と考えられる。

３．宮崎遺跡（第２次調査）

　今回の調査地点は宮崎遺跡の南側隣接地に位置する。遺跡の隣接地であるため今回は当初試掘調査として行っ

たが、調査の結果、竪穴遺構が１基検出され、遺物もロクロ調整が施された土師器の甕などが出土したことから、

当該地を含めた遺跡南側まで範囲拡大を行った。

　検出された遺構は竪穴遺構１基である。出土遺物に乏しく正確な年代は不明である。周溝や柱穴など付随する遺

構も確認されなかったが、隣接する第１次調査区で検出された竪穴遺構とも類似することから、同様の年代、９世

紀前半以降の年代であると推定される。同時代の遺構については第１節の中でも触れたように鍛冶屋敷A遺跡や京

ノ中遺跡、鍛冶屋敷前遺跡、富沢館跡、上野遺跡などでも確認されており、今回検出された竪穴遺構は、これら周

辺の調査区で検出されている竪穴住居跡等を中心に構成された集落の一部であるものと考えられる。
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４．富沢館跡（第19次調査）

　今回の調査地点は遺跡のほぼ中央部に位置する。調査区からは溝跡２条とピット１基を検出した。遺物は土師器、

陶器、瓦の破片などが出土している。北に隣接する道路範囲については平成26～ 28年度にかけて土地区画整理

事業に伴い調査が行われており（第４次調査）、竪穴住居跡や堀跡等が確認されている。今回の調査区南側で検出

されたSD2溝跡は、位置や規模から第４次調査で確認されたSD8堀跡と同一の遺構であると考えられる。
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所収遺跡名

所在地

コード

北緯  東経 発掘期間
発掘面積
（㎡）

発掘原因市町
村

遺跡
番号

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

要約

南
みなみ

小
こ

泉
いずみ

遺
い せ き

跡
（第 90 次）

宮城県仙台市若林区
一本杉町

04103 01021 38° 14’34”140° 54’24”
20201006 ～

16.43 ㎡
記録保存

（個人住宅建築）20201014　

集落跡、屋敷跡 縄文～近世
溝跡、掘立柱建物跡、ピッ

ト
土師器、須恵器

検出された溝跡と掘立柱建物跡はいずれも第 91・92 次調査区から検出された竪穴住居跡よりも新しく古代と推
定されるが、詳細な時期は不明である。

南
みなみ

小
こ

泉
いずみ

遺
い せ き

跡
（第 91 次）

宮城県仙台市若林区
一本杉町

04103 01021 38° 14’34”140° 54’24”
20200929 ～

16.50 ㎡
記録保存

（個人住宅建築）20201006

集落跡、屋敷跡 縄文～近世 溝跡、竪穴住居跡、ピット 土師器、須恵器

竪穴住居跡の一部が検出された。時期は７世紀末頃に比定されるが、床面も２時期の変遷が確認され、検出面か
ら当初の床面である掘方底面までの深さも 50 ㎝以上あり、主柱穴の規模も大型であったことから、周囲で見つ
かった集落の中でも規模の大きな中心的な住居であった可能性がある。

南
みなみ

小
こ

泉
いずみ

遺
い せ き

跡
（第 92 次）

宮城県仙台市若林区
一本杉町 

04103 01021 38° 14’34”140° 54’24”

20200928 ～

20.22 ㎡
記録保存

（個人住宅建築）20201014　

集落跡、屋敷跡 縄文～近世 竪穴住居跡、土坑、ピット
土師器、須恵器、土製品、

陶器

竪穴住居跡が３軒検出されたが、いずれも時期は７世紀末頃に比定される。また土坑の一部には堤焼の大甕が据

えられており、器形の特徴などから幕末頃に比定される。

今
いまいずみいせき

泉遺跡

（第 16 次）

宮城県仙台市若林区
今泉２丁目

04103 01235 38° 12’40”140° 55’41”
20200602 ～

10.0 ㎡
記録保存

（個人住宅建築）20200603

集落跡、城館跡、包
含地

縄文～近世 溝跡 土師器、土製品

溝跡を２条確認した。城館の中心部を囲む堀の一部と考えられる。

宮
みやざきいせき

崎遺跡　
（第 2次）

宮城県仙台市富沢駅
西土地区画整理事業
地内

04104 01576 38° 12’52”140° 51’27”

20200915 ～

15.0 ㎡
記録保存

（個人住宅建築）20200916

集落跡 平安 竪穴遺構 土師器、土製品

竪穴遺構の一部が検出されたが、詳細な時期は不明である。北側に隣接する第 1次調査区からは類似した特徴を
もつ竪穴遺構が検出されており、時期的にも近いものであると推測される。

報告書抄録



富
とみざわたてあと

沢館跡　
（第 19 次）

宮城県仙台市太白区
富沢字舘

04104 01246 38° 12’51”140° 51’42”
20200707 ～

12.0 ㎡
記録保存

（個人住宅建築）20200708

城館跡、集落跡
縄文・平安
～近世

溝跡、ピット 遺物なし

溝跡２条、ピット１基を確認した。城館の主郭部東部を構成する堀跡と考えられる。
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